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本
年
域
内
同
時
ハ
一

竜王

一
前
月
、
拠
出
制
国
民
包
金
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
一

一
は
、
と
の
年
金
制
度
を
明
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
本
年
七
月
一

一
に
行
な
わ
れ
る
世
帯
調
査
の
要
領
、
適
要
者
の
届
出
及
び
明
年
四
月
よ
り
納
め
る
保
険
一

一

料

の

納

入

な

ど

に

つ

い

て

説

明

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

世
帯
調
査
の
要
領

市
町
村
に
お
い
て
拠
出
制
国

荷
主
民
年
金
の
適
用
事
務
を
支
障
の

臨
時
一
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
国

一
民
年
金
に
強
制
的
に
加
入
し
な

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
自
分
の

一
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
人
及
び

一
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
人
の
数

h
一
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

Qv
一
本
年
七
月
一
日
か
ら
各
市
町
村

一
で
こ
の
世
帯
調
査
を
行
な
う
こ

一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
こ
の
調
査
は
、
各
世
帯
に
対

一
し
て
あ
ら
か
じ
め
調
査
票
を
配

付
し
、
世
帯
主
の
か
た
に
所
要

事
項
を
記
入
し
て
い
た
ど
き
、

一
定
の
期
日
後
に
そ
の
調
査
票

を
回
収
す
る
と
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
調
査
対
象
は
各
世
帯
に
つ
い

て
、
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
員

開才(毎月L晶J行)

百
十
五
開 の

う
ち
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日

(
五
十
四
才
)
か
ら
昭
和
十
七

年
三
月
三
十
一
日
(
十
八
才
)

ま
で
に
生
れ
た
人
を
対
象
と
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
届
出

こ
れ
に
よ
っ
て
.
強
制
的
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

(
被
保
険
者
)
は
十
月
一
日
以

降
す
み
や
か
に
被
保
険
者
資
格

取
得
届
を
、
又
昭
和
一
ニ
十
六
年

四
月
一
日
に
五
十
才
を
こ
え
五

十
五
才
を
こ
え
な
い
人
で
希
望

に
よ
り
加
入
す
る
人
(
被
保
険

者
)
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月

三
十
-
日
ま
で
に
必
.
す
任
意
加

入
被
保
険
者
資
格
取
得
申
出
書

を
、
そ
れ

F、
住
所
地
の
市
町

村
長
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

市
町
村
長
は
、
市
町
村
備
付

農
業
委
員
企
委
員
選
拳
投

票

昭和35年6月25日(ー)

本
年
七
月
十
九
日
に
任
期
満

了
す
る
長
浜
町
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
が
来
る
七
月
十
五
日

に
執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
農
政
諸
般
に
わ

た
り
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
度
の
選
挙
で
は
、
選
挙
区

及
び
委
員
の
定
数
が
改
正
さ
れ

第
一
選
挙
区
(
旧
長
浜
、
主
口
多

灘
、
櫛
生
、
出
海
の
区
域
)
で

一
選
挙
さ
れ
る
委
員
は
八
入
、
第

一
二
選
挙
区
a
(

旧
白
滝
、
大
和
の

一
区
域
)
で
選
挙
さ
れ
る
委
員
は

八
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自

こ
の
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と

が
出
来
る
人
は
、
昭
和
三
十
四

年
十
二
月
-
日
現
在
調
製
長
浜

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
だ
け
で
あ

り
ま
す
。

尚
お
も
な
日
程
は
左
記
の
通

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ロU
霊
ロ

セ
月
八
日
選
挙
期
日
の
告
示

立
候
補
受
付
開
始

七
月
十
一
日
立
候
補
届
出
最
終
日

投
票
日

七
月
十
五
日

女
大
雨
期
迫
る

ヘ
水
防
体
勢
の
強
化
J

f
.

六
月
末

i
七
月
初
め
」

「
大
水
が
出
た
ら

頼
む
わ
ね
L
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旧
軍
人
、
旧
軍
属
に

か
L

る
普
通
思
給
、
公

務
扶
助
料
及
び
傷
病
年

金
増
加
恩
給
に
つ
い
て

は
昭
和
三
十
五
年
七
月

三
十
一
日
を
以
っ
て
時

効
と
な
り
ま
ず
か
ら
、

右
該
当
者
で
未
だ
請
求

し
て
い
な
い
方
は
早
く

請
求
の
手
続
を
と
っ
て

下
さ
い
。

一9
J
J
J
4
J
I
3

で
叱
万
九
対

納税等について相談して見たい方

税法の解釈や取扱いについて聞いて見

たいと思っていられる方、或は当局に

対し税務の改善について要望のある方

等のお出を待っております。

国税庁に於きましては、来る 7月1日より10日

迄全冨的iヒ納税者の芦を聞く旬間を実施し、広く

ー般納税者の方々の忌俸のなし、御怠見を拝聴し、

税務行政の改善と円滑な運営の資とする趣旨であ

りますが、高松国税協議団といたしましても本行

事の一環として、左記により苦情相談所を開設致

しますから多数御来庁をお待ち致しております。

1.開設場所長浜町役場

2，開設日時 7月5日午前10碍より午後4時まで

3.応答者高恒国税協議団松山支部協議官

4.開設方法 苦情相談についての応援

① 納税者の方々の個々の異体的な苦情のある

方

(イ)

(ロ)

国税苦情相談所の開設

末

永

町

長

海
外
'
自
治
体
視

察

御

挨

拶

こ
の
度
、
全
国
町
村
会
の
推
せ
ん
に
よ
り

欧
米
十
五
ヶ
国
に
亘
る
海
外
自
治
体
を
視
察

す
る
為
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
各
界
の

諸
賢
か
ら
多
大
の
御
支
援
、
御
激
励
を
賜
り

衷
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
得

難
い
機
会
を
十
二
分
に
活
用
し
研
績
を
深
め

て
、
わ
が
町
自
治
発
展
の
為
に
努
力
し
皆
様

の
御
厚
情
に
報
い
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

六
月
二
十
八
日
よ
り
約
一
ヶ
月
半
留
守
を

致
し
ま
す
が
、
何
分
と
も
に
よ
ろ
し
く
御
願

い
申
上
げ
ま
す
。

一
得
一
、
じ
一の
一
庭
一
家

一
、
子
供
の
不
良
化
は

親
の
な
お
ざ
り
か
ら

O

あ
な
た
は
、
あ
な
た
の

子
供
が
美
し
い
心
と
つ
L
し
み

-
を
持
っ
た
よ
い
予
に
育
つ
よ
う

一
に
、
い
つ
も
努
力
し
て
お
ら
れ

一
ま
す
か
?
。

一

O

あ
な
た
の
子
供
が
ど
ん

一
な
友
達
と
遊
び
、
ど
ん
な
も
の

一
を
読
み
、
ど
ん
な
映
画
を
み
て

子
供
の
し
あ
わ
せ
の

矯
に

!
L
A
J
l
i
r
 

公

民

舘

よ

り

い
る
か
御
存
じ
で
す
か
?
。

。
子
供
の
ま
ち
が
い
を
見

つ
け
た
時
は
、
子
供
に
わ
か
る

よ
う
に
な
を
し
て
や
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
?
。

一
、
子
供
の
不
良
化
は

暗
い
家
庭
か
ら

O

あ
な
た
の
家
庭
に
は
、

暗
い
、
い
ざ
こ
ざ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
?
。

水
死
事
故
か
ら

子
供
を
守
ろ
う

事
故
者
は
幼
児
が
約
半
数

六
月
の
声
を
き
く
と
、
子
供

た
ち
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
梅

雨
の
晴
聞
を
み
て
は
水
遊
び
を

は
じ
め
ま
す
。

そ
の
人
気
あ
る
遊
び
の
た
め

に
起
る
犠
牲
も
暑
さ
と
L
も
に

，
増
加
し
て
く
る
の
が
毎
年
の
教

訓
の
と
お
り
で
す
。

子
供
を
水
死
事
故
か
ら
守
る

た
め
次
の
こ
と
に
つ
い
て
御
注

意
下
さ
い
。

一
、
事
故
者
の
年
令
を
み
る
と

五
才
以
下
の
就
学
前
の
幼
児

小
学
生
、
中
字
生
そ
の
他
と

な
っ
て
い
て
、
幼
児
が
ほ
ど

半
数
近
く
占
め
て
い
る
の
が

例
年
の
傾
向
で
す
。

事
故
の
起
き
た
場
所
は
、

貯
水
池
、
プ
ー
ペ
下
水
堀

海
、
川
で
す
。

す
な
わ
ち
大
部
分
は
大
人

。
あ
な
た
は
、
子
供
心
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た

り
、
話
あ
っ
た
り
は
な
さ
い
ま

せ
ん
か
?
。

O

あ
な
た
は
、
一
自
に
た

と
え
五
分
間
で
も
子
供
と
一
諸

に
遊
ん
だ
り
、
笑
っ
た
り
す
る

こ
と
が
お
あ
り
で
す
か
?
。

一
、
子
供
の
不
良
化
は

親
の
無
理
解
か
ら

O

あ
な
た
は
子
供
を
可
愛

が
り
過
ぎ
て
わ
が
ま
L
に
さ
せ

た
り
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り

し
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
?
。

O

む
や
み
に
子
供
を
お
さ

え
つ
け
る
ば
か
り
で
、
そ
の
良

い
と
こ
ろ
を
忘
れ
て
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
?
。

C

気
分
に
ま
か
せ
て
子
供

の
自
の
届
か
な
い
所
で
起
。

た
り
、
保
護
者
の
注
意
一
つ

で
防
げ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
、
家
庭
で
は
平
素
か
ら
池
や

下
水
の
近
く
で
は
遊
ば
さ
な

い
よ
う
に
い
L
き
か
せ
る
と

と
も
に
‘
ど
ん
な
に
忙
が
し

く
て
も
子
供
の
遊
び
行
先
に

は
気
を
配
る
こ
と
が
必
要
で

す。
し
か
し
、
子
供
は
危
険
な

遊
び
に
興
味
を
も
つ
も
の
で

立
札
や
附
仰
ぐ
ら
い
で
は
役
に

立
た
な
い
場
合
が
多
い
よ
う

で
す
。毎
年
桐
の
あ
る
貯
水
池
に

こ
っ
そ
り
入
っ
て
水
に
溺
れ

た
と
い
う
例
は
、
事
故
の
中

で
も
か
な
り
高
い
比
率
を
占

め
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
う
し
た
と
こ

ろ
の
柵
や
金
網
は
、
と
の
機

を
叱
っ
た
り
、
き
ょ
う
だ
い
の

内
で
、
一
人
だ
け
を
特
別
に
可

愛
が
っ
た
り
は
な
さ
い
ま
せ
ん

かワ・。
一
、
不
良
化
防
止
は

み
ん
な
の
力
で
/

O

あ
な
た
は
学
校
の
先
生

と
い
つ
も
連
絡
を
と
っ
て
お
ら

れ
ま
す
か
?
。

O

よ
そ
の
子
供
だ
か
ら
と

い
っ
て
惑
い
こ
と
を
し
て
い
て

も
、
さ
れ
て
い
て
も
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

「
自
分
の
子
供
は
、
自
分
の

子
で
あ
っ
て
、
白
分
の
子
で
は

な
い
。
」

み
ん
な
で
カ
を
合
せ
て
大
切

な
わ
れ

y
¥の
子
供
達
を
守
り

育
て
ま
し
ょ
う
。

相

I~I 

一
巡
回

一
療

更検

正診

τo::' 
同

三
、
担
当
医
師
整
形
外
科
は

三
木
、
松
丸
、
米
関
、
松
井

三
浦
の
各
医
師

眼
科
は
真
鍋
医
師

耳
鼻
咽
喉
科
は
藤
田
医
師

図
、
受
診
手
続
受
診
希
望
者

は
障
害
名
、
氏
名
、
生
年
月
R
H
a

を
七
月
十
五
日
ま
で
に
厚
生
課

ま
で
申
出
て
下
さ
い
。

五
、
費
用
受
診
質
(
診
察
料

及
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
操
影
、
字
幅
限

交
付
の
た
め
の
診
断
書
)
は
無

料
で
す
。

身
体
障
害
児
及
び
身
体
障
害

者
の
療
育
更
生
相
談
は
、
毎
年

巡
回
検
診
を
実
施
し
て
相
談
並

び
に
指
導
を
行
い
相
当
の
効
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
に
お
き
ま
し
で
も
左
記
日
程

に
よ
り
巡
回
検
診
が
実
施
さ
れ

る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

該
当
者
の
方
は
受
診
せ
ら
れ
る

よ
う
御
通
知
致
し
ま
す
。

一
、
実
施
月
白
昭
和
三
十
五

年
七
月
二
十
五
日
(
月
曜
日
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時
ま
で

二
、
実
施
場
所
大
洲
保
険
所

一
六
月
は
町
県
民
税
第
一
期
E及此

仲
.
民
除
甲
つ
一
び
保
一
険
険
税
六
月
分
の
仙
約
削
税
の
月

い

凶

咽

雌

尚

門

開

宮

ψ:羽
ト
h

一
で
す
。
納
期
に
遅
れ
な
い
よ
う

i
i
υ
U
U
}

づ目
t、

l

れ
山
一
叫
納
制
税
組
合
を
通
じ
完
納
致
し
ま

嘱

F〆
臨

0
4吉
宮

{

一

ζし
よ
う1@
町
県
民
税
霊bや
、
白
固
定
資

出
一
市
川
咽
法
竺
一

P
t富

E
バd
d
Jぱ山
一
割
で
納
期
前
納
付
報
僕
金
が
交

P~
均
B』

幅

浜

4

買
一
干
付
さ
れ
ま
す
。
お
差
支
え
の
な

d
』
m拶
匂
一
=
一
早
莞
北
一
い
方
は
密
奮
白
つ
て
此
の
制
度
を
御

!

一

利

用

下

さ

い

。

命、
J
、p
f
t
s
R
gも
E
4
E
阜、

r・
正
取
占
も
P
Z屯
e
a
w
F
1
P
4も
f
R
g
晶、
f
屯
f
匂

会
に
補
強
す
る
こ
と
L
共
に
一
す
る
だ
け
で
は
、
か
え
っ
て

子
供
の
遊
び
場
附
近
の
危
険
一
子
供
に
秘
密
の
行
動
を
と
ら

な
場
所
を
親
が
早
く
発
見
し
一
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
危
険
で

て
適
当
な
手
を
う
っ
て
お
い
一
す
。
と
き
に
は
親
が
一
諸
に

て

下

さ

い

。

一

な

っ

て

、

危

険

の

欲

求

を

満

一
二
、
水
泳
の
場
合
、
ず
水
泳
は
一
足
さ
せ
て
や
る
こ
と
が
必
要

危
い
か
ら
か
と
い
っ
て
禁
止
一
で
す
c

，

IJ Il! .偽

昌

昭和問年9月2日から昭和17年9月1日までの
聞に生れた。者

6.即日円食事衣服無料貸与

昭和35年7月20日 於大洲市公会堂

本試験の合格をよくするため7月7日午後1時

から町役場で予備試験を行います気軽にお

受け下さい

構

7月11自まで受付

自

空

応募資格

初任給

採用試験

予備試験

海陸
IC-

一ーー←』ヰ~マぷ に _'. _--------..¥'-
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(二)

地勢Z
組区 foだ

告さしーと
塁王手は⑨
五ナしノ A.@

口『fぞ
J

プ
イ
ル
ド
リ
ン
や
速
効
性
の
B

，一
H
C
(
リ
ン
デ
ン
)
等
が
あ
り
、

一
有
機
燐
系
殺
虫
剤
に
は
ダ
イ
ア

一
ジ
ノ
ン
、

D
D
V
P
、
7

ラ
ナ

一
イ
才
Y
等
非
常
に
速
効
性
の
も

一
の
が
多
く
、
な
か
ん
づ
く
D
D

一
v
p
は
超
速
効
性
で
す
が
反
面

一
残
留
効
果
に
は
之
し
い
の
で
す

一
ま
た
マ
ラ
ナ
イ
オ
γ
は
毒
性

-

一

一

-

一

が

最

も

低

く

家

畜

の

身

体

に

直

一
一
わ
ず
ら
わ
し
い
ハ
エ
が
我
が
物
顔
に
飛
び
廻
る
い
や
一
一
一

一

一

一

一

一

接

撒

布

し

て

も

差

支

え

な

い

と

士
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ハ
一
一
一
?
っ
司

E
戸
り

E
T

一
一
ェ
の
い
な
い
快
適
な
今
年
の
夏
が
過
ご
せ
る
か
.
ハ
一
一
一
1

そ
か
他
配
殺
虫
剤
と
し
て
は

一
一
エ
退
治
の
効
果
的
な
方
法
を
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
二
一

f
ル
ソ
ヂ
ク
ロ
ー
ル
、
ベ
ン
ゾ

先
ず
第
一
に
は
、
誰
で
も
手
一
卵
を
産
み
つ
け
な
い
よ
う
に
す
一
ー
ル
剤
、
ピ

ν
ト
η
ノ
ン
剤
等
が

っ
と
り
早
く
簡
単
に
出
来
る
事
一
る
た
め
、
便
所
は
窓
口
に
網
を
一
あ
り
ま
す
e

は
、
た
L
い
て
殺
す
こ
と
で
す
一
張
り
、
汲
み
取
り
ロ
は
密
閉
し
一
こ
れ
ら
の
殺
虫
剤
の
使
用
方

お
隣
り
の
中
共
は
、
あ
の
広
一
ゴ
ミ
箱
は
蓋
を
き
ち
ん
と
し
ま
一
法
は
、
池
剤
の
場
合
は
か
た
か

大
な
地
域
か
ら
大
量
の
ハ
エ
を
一
す
。
又
空
地
や
川
の
土
手
の
ゴ
一
け
噴
霧
器
に
よ
る
残
留
噴
霧
、

ほ
と
ん
ど
た
L
き
出
し
て
し
ま
一
ミ
山
は
、
ハ
エ
の
大
発
生
涯
と
一
煙
霧
等
に
よ
り
主
と
し
て
成
虫

っ
た

ι視
察
団
は
報
告
し
て
い
一
な
る
の
で
直
ち
に
取
り
除
き
ま
一
を
殺
す
こ
と
に
用
い
ら
れ
、
粉

ま
す
e

一

ま

す

。

一

剤

は

成

虫

.

幼

虫

の

対

策

と

し

又
ハ
エ
取
り
リ
ポ
シ
、
ハ
エ
一
農
村
の
畜
舎
三
堆
肥
舎
は
、
一
て
乳
剤
、
水
和
剤
は
最
も
普
通

取
り
紙
等
も
効
果
が
あ
り
ま
す
一
ハ
エ
の
入
ら
な
い
よ
う
に
窓
に
一
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
便
地
、

次
ぎ
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
一
網
を
張
り
、
入
口
も
網
戸
又
は
一
溝
、
畜
堆
肥
舎
の
幼
虫
対
策
と

ど
ん
な
に
た
h

ふ
い
て
も
捕
っ
て
一
縄
の
れ
ん
を
下
げ
る
よ
う
に
し
一
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

も
後
か
ら
/
¥
追
っ
か
け
て
わ
一
畜
舎
の
し
き
ワ
ラ
も
早
自
に
取
一
又
、
ハ
エ
に
食
べ
さ
せ
て
殺

く
ハ
エ
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
一
向
換
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
一
す
薬
剤
と
し
て
フ
ラ
イ
マ
ッ
ト

一
の
発
生
す
る
場
所
を
お
さ
え
る
一
第
三
番
目
に
は
、
殺
虫
剤
に
一
フ
ラ
イ
ベ
イ
ト
等
が
あ
り
ま
す

軍
国
一
と
い
う
や
り
方
で
す
e

一

よ

る

駆

除

で

す

。

一

以

上

が

ハ

エ

を

退

治

す

る

主

賢
一
ハ
エ
の
発
生
す
る
場
所
は
、
一
殺
虫
剤
の
種
類
は
大
別
し
て
一
な
方
法
で
す
が
、
作
業
を
す
る

4
-市
街
地
で
は
、
便
所
や
ゴ
ミ
箱
一
様
素
系
殺
虫
剤
、
有
機
燐
系
殺
一
場
合
は
必
ず
そ
の
地
区
が
こ
ぞ

空
地
等
の
ゴ
ミ
で
あ
hν
、
農
村
一
虫
剤
、
そ
の
他
の
殺
虫
剤
と
に
一
っ
て
組
織
的
な
活
動
を
す
る
と

で
は
畜
舎
、
堆
肥
舎
等
で
、
こ
一
分
け
ら
れ
、
塩
素
系
殺
虫
剤
に
一
と
が
最
も
か
ん
要
で
す
。

れ
ら
の
場
所
に
ハ
エ
が
侵
入
し
一
は
残
留
努
果
の
大
き
い

D
υ
T

第53号~. _-

こ
h

に
も
幸
を
求
め
て
日

五
月
五
目
の
子
供
の
日
「
恵

ま
れ
な
い
家
庭
の
子
供
を
集
め

て
楽
し
い
一
日
を
遊
ぼ
う
」
と

長
浜
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
女
生
徒

遠
の
慰
問
の
行
事
日

同
家
庭
ク
ラ
ブ
で
は
六
年
前

か
ら
校
内
で
パ
ジ
を
販
売
し
、

こ
の
利
益
金
に
て
例
年
松
山
の

中
央
児
童
相
談
所
、
コ
イ
ノ
ニ

ャ
、
乳
児
院
な
ど
を
慰
問
し
て

こ
ら
れ
た
が
、
自
分
逮
の
ひ
ざ

も
と
に
も
宍
の
毒
な
子
供
達
が

多
数
あ
る
こ
と
を
知
り
「
純
真

な
子
供
達
の
心
に
暗
い
カ
グ
さ

L
ぬ
よ
う
」
と
侶
町
内
の
困
っ

て
い
る
家
庭
か
ら
小
学
生
、
中

学
生
三
十
三
人
を
招
い
て
。
お

姉
さ
ん
と
遊
ぶ
会
ず
を
開
い
て

い
た
い
占
き
ま
し
た
。

「
強
い
よ
い
子
に
な
り
ま
し

ょ
う
ね
」
と
お
姉
さ
ん
遠
の
作

っ
た
御
料
理
に
し
た
づ
っ
み
を

打
ち
な
が
ら
、
明
る
い
笑
い
顔

を
つ
く
っ
て
楽
し
い
一
日
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

幸
を
も
と
め
て
日
々
を
送
っ

て
い
る
子
供
達
に
愛
の
手
を
差

し
の
べ
て
今
後
と
も
に
御
指
導

下
さ
ら
ん
事
を
お
願
い
し
て
、

家
庭
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
逮
に
心

か
ら
感
謝
・
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

の

ど
ん
な
に
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
一
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は

で
も
、
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
と
生
れ
一
生
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
も
可
愛

た
の
で
は
大
変
で
す
。
一
想
で
す
。

思
う
よ
う
に
子
供
の
面
倒
も
一
そ
れ
か
と
い
っ
て
人
工
妊
娠

見
て
や
れ
な
い
ば
か
り
か
、
お
一
中
絶
を
し
て
い
た
の
で
は
、
母

母
さ
ん
の
体
も
弱
っ
て
し
ま
い
一
親
の
体
を
こ
わ
す
ば
か
り
か
暗

ま

す

。

一

い

家

庭

を

作

る

の

で

は

な

い

で

子
供
は
計
画
的
に
産
ん
で
立
一
し
よ
う
か
。

派
に
育
て
た
い
も
の
で
す
.
一
人
工
妊
娠
中
絶
の
君
、
今
言
豊
富
冨
墨
田
昌
喜
豊
富
宣
言
三
重
量
一
一
=
一
重
量
産
冒

そ
う
し
て
こ
そ
、
親
も
予
も
一
更
申
す
ま
で
も
な
く
皆
さ
ん
も
一
す
が
、
そ
の
反
面
白
然
流
産
が
一
家
族
計
画
の
相
談
は
婦
人
科

明
る
い
生
活
が
で
き
、
幸
福
な
一
新
聞
、
ヲ
グ
ォ
、
雑
誌
等
で
良
一
増
え
て
来
て
い
ま
す
@
一
医
、
助
産
婦
、
町
役
場
の
保
健

家
庭
が
生
れ
ま
す
。
一
く
知
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
L
思
一
自
然
流
産
の
増
加
と
い
う
こ
-
婦
等
に
御
相
談
下
さ
い
。

・
こ
の
こ
と
を
家
族
計
画
と
い
-
一
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
人
工
妊
娠
一
と
も
人
工
妊
娠
中
絶
の
結
果
と
一
尚
町
と
し
ま
し
て
も
、
今
後

う

の

で

す

。

一

中

絶

の

筈

も

考

え

ず

、

何

回

も

一

も

言

え

ま

す

e

一
家
族
計
画
の
普
及
徹
底
を
図
つ

ほ
ん
と
う
に
子
供
が
欲
し
い
一
中
絡
を
く
り
返
え
し
て
い
る
方
一
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
中
絶
を
止
一
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

時
に
子
供
を
産
む
こ
と
の
出
来
一
が
そ
う
と
う
に
あ
る
よ
う
で
す
一
め
て
体
に
害
も
な
い
ど
く
簡
単
一

S
E
-
-
1
2

る
世
の
中
と
な
り
ま
し
た
。
一
本
町
の
人
ヱ
妊
娠
中
絶
は
年
一
に
器
具
、
薬
品
を
使
用
し
て
受

欲
し
く
も
な
い
時
に
ま
た
出
一
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
一
胎
調
節
を
し
た
い
も
の
で
す
。

家族計画から/

人工妊娠中絶は
やめましょう

同才

明るい家庭は"" " " " 

(毎月l回発行)

引
揚
者
給
付
金
等
の

請
求
期
限
が
延
長

昭和3s年6月25日

さの[，'1=

本
国
会
に
於
き
ま
し
て
引
揚

者
給
付
金
等
支
給
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
誇
請

求
む
期
限
(
時
効
期
限
〕
が
昭

和
三
十
六
年
五
月
十
六
日
(
従

来
は
昭
和
三
十
五
年
五
月
十
六

日
)
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
引
揚
者
又
は
御
遺
族

の
方
で
釆
請
求
の
方
は
、
昭
和

三
十
六
年
五
月
十
六
日
ま
で
に

も
れ
な
く
請
求
さ
れ
ま
す
よ
う

お

知

ら

せ

し

ま

す

。
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長浜高校家庭クラブ女生徒等の御料理に喜ぶ子供達
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